
102026/2 　愛西市議会だより

自治基本条例を
周知するための活動は

永田　千佳議員

出前授業や講演会などを行っている
市民協働部長

自
治
基
本
条
例
は
ど

の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
。

全
国
的
に
地
方
分
権

の
推
進
や
少
子
高
齢
化
、人

口
減
少
の
進
行
に
よ
り
社

会
情
勢
が
変
化
す
る
中
、市

民
と
行
政
が
互
い
に
尊
重

し
合
い
、役
割
分
担
を
す
る

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
や
ル

ー
ル
が
求
め
ら
れ
る
事
を

受
け
、市
民
公
募
の
協
議
を

行
い
、平
成
27
年
に
施
行
し

た
。ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る

市
民
の
権
利
や
責
務
、議
会
、

市
の
組
織
や
運
営
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、ま
ち
を
つ
く

る
際
の
ル
ー
ル
を
規
定
し

て
い
る
。地
方
分
権
の
推
進

が
求
め
ら
れ
る
中
、自
立
し

た
自
治
体
運
営
の
基
本
的

ル
ー
ル
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
に
周
知
す
る
た

め
の
活
動
は
。

出
前
講
座
や
講
演
会
、

広
報
へ
の
記
事
掲
載
な
ど
。

人
材
育
成
と
し
て
、中
学
2

年
生
へ
の
出
前
授
業
、中
学

1
年
生
に
ま
ち
づ
く
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。

重
層
的
支
援
体
制
と
は

複
合
的
な
課
題
を
持

つ
世
帯
の
把
握
は
。

月
1
回
担
当
者
会
議

を
開
催
。地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
生
活
困
窮
自
立

支
援
事
業
、障
害
者
相
談
支

援
事
業
所
、民
間
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
ら
関
係
者
で
集
ま

り
、情
報
共
有
し
支
援
の
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

9
月
に
不
登
校
が

増
え
な
い
た
め
に

熱
中
症
の
危
険
の
中
、

家
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
な
く
子
ど
も
が
過

ご
し
て
い
な
い
か
。国
も
9

月
の
不
登
校
増
の
要
因
は
、

夏
休
み
の
生
活
リ
ズ
ム
の

乱
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。

子
ど
も
だ
け
で
留
守
番

を
し
て
い
る
家
庭
数
お
よ
び
、

9
月
に
な
っ
て
行
き
づ
ら
さ

を
抱
え
た
児
童
数
は
。

調
査・把
握
は
行
っ
て

い
な
い
。

共
働
き
世
帯
が
8
割

を
超
え
る
中
、夏
休
み
の
児

童
ク
ラ
ブ
利
用
料
は
、2
人

だ
と
2
万
4
千
円
か
か
る
。

あ
ま
市
は
多
子
世
帯
に
補

助
を
出
し
て
い
る
。導
入
の

考
え
は
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

優
先
度
等
を
総
合
的
に
判

断
し
た
結
果
、現
時
点
で
の

軽
減
予
定
は
な
い
。

職
員
研
修
の
機
会
は
。

国
や
県
の
研
修
と
、県

内
担
当
者
の
意
見
交
換
会

に
参
加
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●

‌‌

40
歳
以
上
の
婚
活
事
業

を
●
自
治
会
の
維
持
存
続
を

▲愛西市自治基本条例前文

▲重層的支援体制整備事業のイメージ


